
浦和スタンディングをご存じで

しょうか。そう、一年以上前から

浦和駅東口パルコ前のバスターミ

ナル付近で、「アベ政治を許さな

い」などのメッセージをかかげて

街ゆく市民にアピールしている活

動です。編集部は、その中心で活

躍されている“寅次郎さん”に浦

和スタンディングを立ち上げた経

緯や目的などをインタビューさせ

ていただきました。

尚、寅次郎さんの見解が必ずし

も浦和スタンディングを代表する

見解ではないことをあらかじめお

断りしておきます。

＊ ＊ ＊

Ｑ．かなり勇気のいる活動だと思っ

ていますが、浦和スタンディング

を立ち上げた経緯や目的をご紹介

ください。

Ａ．昨年７月１日安倍政権が集団

的自衛権行使容認を閣議決定した

ことがきっかけです。これは何か

しないといけないと思っていたと

ころ、７月４日の朝日新聞に南越

谷でスタンディングの記事がでて

いました。ただちに南越谷に見学

にいき中心になっているパクちゃ

んという女性に会ってこれなら私

にもやれると思ったのです。その

翌日から浦和駅東口で立ち始めま

した。ほぼ毎日４時間ずつ午前、

午後とスタンディングをしました。

現在、浦和駅で週４日、北浦和駅

で週２回午後立っています。目的

はとにかく右傾化し危うい安倍政

権をやめさせることです。これか

らの課題は参院選で自公勢力を落

選させ、野党勢力を当選させるこ

との活動に取り組んでいくことで

す。詳しくは、浦和スタンディン

グのホームページを見て下さい。

管理人がとても有能な方でブログ

も採り入れた充実したサイトになっ

ています。

Ｑ．浦和スタンディングの特徴は

なんでしょうか？また寅次郎さん

の役割は？

Ａ．私たちは政党や宗教には無色

で一切しばりはありません。それ

ぞれが個人の意志で活動していま

す。いつ参加しても結構ですし、

都合の悪い時は休んでかまいませ

ん。無理じいはしません。スタン

ディングのルールとしては、「誹

謗中傷はしないこと」「通行人の

邪魔にならないこと」です。

参加してくる方が増えるごとに

新たな発見や発明が生まれます。

それはフレーズであったり飾りつ

けであったりします。たとえば日

本人はシャイだから演説よりも、

賛同する方は手を振ってください

と書いたらいいよとアドバイスす

る方がいて、プラカードにそう書

いたら、とたんに手を振ってくれ

る方が増えました。

私の立場は現場監督で、ポスト

のような存在です。スタンディン

グの模様を写真にとってコメント

を書いて送ります。あとは有能な

管理人がＨＰで更新してくれます。

私はこの管理人を、影の総理と呼

んでます。そしてドリアンさんと

いう女性がいるのですが、色んな

企画をしてくれてます。私はこの

女性を官房長官とよんでいます。

私は序列３番目。完全に女性優位

のチームです。もちろん、何かや

らないといてもたってもいられな

いと一緒に立ってくれたりメッセー

ジを寄せてくれる男性や女性も数

多くいます。

Ｑ．ところで共産党にはどんなイ

メージを持っているでしょうか？

また志位さんが野党統一候補の提

案していますがどう思われますか？

Ａ．私の父がずっと社会党で、私

も社会党や民主党を応援してきま

した。ただ共産党にもシンパシー

は感じています。実は今度の参院

選で、共産党が相変わらず独自候

補を立てるつもりだったらもの申

したいと思っていたので「共産党

さん、選挙協力するつもりなの」

と聞こうと思っていたら、先に志

位さんから共同候補の提案をされ

てしまいました。これには驚き感

心しました。（２面につづく）

浦和区後援会ホームページ http://urawaku-kouenkai.jimdo.com/

日本共産党浦和区後援会ニュース
２０１５年１１月号･№５３
浦和区北浦和３-１４-１６

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０４８-８３３-４５１５
＊＊＊＊＊(部内資料）＊＊＊＊＊

日
本
共
産
党

浦和区後援会ホームページ http://urawaku-kouenkai.jimdo.com/

《
編
集
後
記
》

今
年
は
テ
ロ
の
印
象
が
強
か
っ
た
。

仏
週
刊
誌
シ
ャ
ル
リ
ー
・
エ
ブ
ド
社

銃
撃
か
ら
始
ま
り
、
世
界
各
地
で

「
暴
力
の
連
鎖
」
が
後
を
絶
た
な
か
っ

た
。
世
界
中
に
恐
怖
と
不
安
を
拡
散

し
た
▼
仏
同
時
多
発
テ
ロ
の
時
、
仏

大
統
領
は
「
イ
ス
ラ
ム
国
」
の
壊
滅

を
誓
い
、
米
で
の“

ロ
ン
リ
ー
ウ
ル

フ
”
の
銃
乱
射
テ
ロ
で
米
大
統
領
は

「
イ
ス
ラ
ム
国
を
打
ち
負
か
し
破
壊

す
る
」
と
言
っ
た
。
プ
ロ
レ
ス
の
マ

イ
ク
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ご
と
き
脅
し

だ
▼
二
人
の
日
本
人
カ
メ
ラ
マ
ン
殺

害
時
に
「
イ
ス
ラ
ム
国
」
の
首
謀
者

か
ら
「
勝
ち
目
の
な
い
戦
争
に
参
加

す
る
と
い
う
お
前
の
無
謀
な
決
断
の

た
め
に
、
・
・
・
お
前
の
国
民
が
ど

こ
に
い
よ
う
と
も
虐
殺
を
も
た
ら
す

だ
ろ
う
。
日
本
の
悪
夢
が
始
ま
る
」

と
脅
迫
を
受
け
た
。
有
志
連
合
の
一

国
で
、
戦
争
法
を
手
に
し
た
わ
が
国

の
首
相
は
暴
力
の
連
鎖
に
入
り
込
ま

な
い
で
欲
し
い
▼
な
ぜ
大
国
の
政
治

家
は
寛
容
に
な
れ
な
い
の
か
。
な
ぜ

不
寛
容
な
の
か
。
仏
文
学
者
の
渡
辺

一
夫
は
「
寛
容
は
自
ら
を
守
る
た
め

不
寛
容
に
対
し
て
不
寛
容
で
あ
っ
て

は
な
ら
ぬ
」
と
警
句
を
発
し
た
が
、

今
こ
そ
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
政
治
家

は
寛
容
で
あ
る
こ
と
が
肝
要
だ
。

〈
き
ょ
た
〉

◆１２月１１日（金）１８時半～２０時４０分

蕨市民会館

オール埼玉総行動学習決起集会

「安保法制とは何か、戦争させない展望を」

講師：小林節氏（慶応大学名誉教授）

◆１２月の駅頭宣伝

７日(月)与野駅東口 ７：００～ ８：００

１１日(金)北浦和駅東口 ７：００～ ８：００

１６日(水)浦和駅西口 ７：００～ ８：００

１８日(金)北浦和駅東口 ７：００～ ８：００

１９日(土)浦和駅東口 １４：００～１６：００

２１日(月)浦和駅東口 ７：００～ ８：００

２５日(金)北浦和駅東口 ７：００～ ８：００

２８日(月)浦和駅西口 ７：００～ ８：００

＊耳より情報＊

《お詫びと訂正》

１１月号「うらわ宿」で以下の２点に間違いがありました。

お詫びをすると共に訂正させて頂きます。

●絵手紙の名前 瀬ケ崎・阿部節子→駒場・阿部和江

●編集後記 奥山勝→奥西勝

川
柳

ぬ
け
ぬ
け
と

ウ
ソ
つ
く
ア
ベ
は

許
さ
な
い

公
明
党

平
和
を
語
る

資
格
な
し

民
主
党

バ
ラ
バ
ラ
党
と

言
う
べ
き
か

（
岸
町
・
だ
ん
吉
）

見
え
て
き
た

チ
ョ
ビ
髭
付
け
た

危
い
人

未
来
志
向
っ
て

歴
史
認
識
の

逃
げ
口
上

我
が
自
治
に

お
前
退
い
と
れ

俺
が
や
る
！

（
東
口
・
さ
ぶ
老
）

狂
歌

権
力
で

埋
め
立
て
強
行

企
め
ど

新
基
地
ノ
ー
の

決
意
は
固
し

（
岸
町
・
佐
久
間
純
）

う
ら
わ
だ
い
こ

臨
時
国
会
開
催
拒
否

一
度
憲
法
に
背
く
と

二
度
目
は

気
楽
に
背
け
る
も
ん
で
す

安
倍
首
相

テ
ロ
対
策
で
共
謀
罪
検
討

安
倍
政
権
の

強
暴
化
が
懸
念
さ
れ
る
ナ

国
民

（
東
口
・
さ
ぶ
老
）

俳
句

盗
人
の
ご
と
く
し
の
び
て
柿
を
捥
（
も
）
ぐ

林
檎
む
く
こ
こ
ろ
満
ち
た
る
夜
更
け
か
な

花
梨
の
実
ひ
と
つ
こ
ろ
が
り
傷
鮮(

あ
た
ら)

し

（
領
家
・
野
々
垣
）

う
ら
わ
宿
文
芸

アベ政治を終わらせるため
スタンディングを
続けている!!
～浦和スタンディング寅次郎さんに聞く～



（１面より）

逆に皆さんの方が大変ではないで

すか。しかし野党共同は不可欠で

すから是非その方向で頑張って欲

しいと思います。今までは政党が

民衆を指導していましたが、これ

からは民衆が政党を引っ張ってい

かないとだめだと思ってます。で

きれば私たちが候補者を提案し、

政党がそれに賛同するというのが

望ましいんですが。

Ｑ．最後に寅次郎さんの夢は？

Ａ．地球上で戦争がなくならない

のは人間の本能だからだ、

という人がいます。しかし

果たしてそうなのでしょう

か？私は女性に政権を譲っ

て百年位やってほしいと願っ

てます。そうしたら戦争の

ない時代になるのではない

でしょうか。そうした活動

をしていきたいですね。

ありがとうございました。

浦和区後援会ホームページ http://urawaku-kouenkai.jimdo.com/浦和区後援会ホームページ http://urawaku-kouenkai.jimdo.com/

改憲団体が「出前
授業」を実施！

１０月５日・６日、改憲団体

の日本青年会議所（ＪＣ）が、

さいたま市立宮原中で“憲法改

正”の授業を行い、１１月３日

のＮＨＫニュースウオッチ９で

「改憲の立場」での取り組みと

して放映されました。

北区の伊藤まなぶ議員(自民)

と、さいたま中央青年会議所の

メンバーが、中学校に働きかけ、

教育委員会を通して、中学校で

対処する旨の話があり、実施さ

れました。日本青年会議所（Ｊ

Ｃ）は、一見、地域の若手企業

家の集まりのように思いますが、

「自主憲法制定員会」を作り、

自民党の憲法改正草案にも負け

ない独自の憲法改正案を発表し、

推進してきた団体です。

当日は、「憲法」「領土」

「選挙」「徳育」の４分野で、

中３・９クラス全てで授業を実

施し、独自のプログラミングの

一部を使って。憲法改正を誘導

しました。『日本国憲法は○○

○であり、□□□となるために

憲法を制定する』と、憲法前文

を改正する内容を生徒に考えさ

せるものでした。

公的な立場にある学校で、そ

れも、改憲団体が堂々と授業を

行うなど、許されるものではあ

りません。他にも、昨年から今

年にかけてＪＣが「１８歳選挙

権」の高まりをてこに、市内３

中学校で「出前授業」をしてい

ることが判明しました。子ども

たちの未来のためにも、学校で

の動きに注視し、市民

の目線で批判していく

必要があります。

（常盤・芳賀）

９月―――。残暑の暖かい風が吹いています。

黄金色をした稲穂が頭を重そうに垂れ一面に広がっ

ています。案山子がポツンと立っています。私の

田舎の案山子は、稲わらや古着で作られ素朴な感

じをしていますが、見沼田圃の案

山子はちょっと違っています。

女性のマネキンなのです―――。

最初は絣の着物をちゃんと着て毅然とした姿勢で

立っています。優しい眼差しで私を見つめてます。

しかし、１～２週間も経つうち案山子は、雨風に

打たれ髪は乱れ、着物は破れ引きちぎられ身にま

とわりつ

くのです。

そしてつ

いには胸

元を大き

くはだけ、

凄まじい

色気を発散し挑発するように私をジッと見続ける

のです。

私は、何か悪いものでも見たように思い逃げる

ように足早くその場を去ったのです。

１０月―――。空に目をやるとあく

までも高く、澄み切った秋の青空が広

がっています。遠くで日差しを遮るた

め、コンバインに海水浴用のパラソルをかざして

作業をしている人がいます。のどかな風景です。

脱穀された籾殻があちらこちらで焼かれ、煙が

風で運ばれてきます。その煙の匂いは懐かしい私

の古里の匂いと同じなのです。 実りの秋の刈り

取りも終わり、田おこしされた見沼田圃は、ゴツ

ゴツとした荒涼とした風景が広がります。色の無

い大地も冬支度をし、春を待ちます。冷たくなり

はじめた風の中で鳥たちが餌をつついています。

秋の澄んだ夕空も、新都心の高層ビルも夕日に

映え朱色に染まっています。（領家・仙境勝蔵）

秋の見沼田圃

バ
ス
ツ
ア
ー
に

参
加
し
て

紅
葉
と
温
泉
の
浦
和
区
後
援
会
バ

ス
ツ
ア
ー
一
一
月
一
〇
日
に
参
加
し

た
。
温
泉
＆
食
事
が
定
番
で
四
三
人

と
満
席
で
あ
っ
た
。

自
己
紹
介
で
は
『
国
民
連
合
政
府
』

の
提
案
が
共
産
党
支
持
率
を
着
実
に

伸
ば
し
、
地
方
選
の
躍
進
に
繋
が
っ

て
、
来
夏
の
参
院
選
で
は
埼
玉
で
も

議
席
獲
得
か
と
明
る
い
発
言
に
大
き

な
拍
手
が
起
こ
っ
た
。

最
初
に
上
野
ス
カ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
。

長
さ
二
二
五
メ
ー
ト
ル
の
吊
り
橋
、

山
を
彩
る
紅
葉
は
絶
景
で
あ
っ
た
。

至
近
の
ホ
テ
ル
・
ヴ
ィ
ラ
せ
せ
ら

ぎ
に
て
昼
食
と
入
浴
。
山
の
幸
の
天

ぷ
ら
と
味
噌
汁
の
か
け
う
ど
ん
が
美

味
で
、
お
酒
が
隣
人
と
の
会
話
に
笑

い
を
誘
っ
て
和
や
か
な
雰
囲
気
を
醸

し
出
す
。
食
後
に
露
天
風
呂
に
浸
か
っ

て
大
満
足
。

こ
の
あ
と
三
〇
年
前
、
日
航
墜
落

事
故
が
あ
っ
た
御
巣
鷹
山
の
『
慰
霊

の
園
』
に
。
慰
霊
塔
と
、
そ
の
後
に

あ
る
五
二
〇
名
の
墓
碑
に
合
掌
。
資

料
館
に
は
当
日
の
日
航
が
た
ど
っ
た

墜
落
軌
跡
、
遺
品
等
が
涙
を
誘
っ
た
。

後
援
会
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る

た
び
に
友
人
が
増
え
、
楽
し
い
一
日

で
し
た
。

（
駒
場
・
幹
）

｢

秋
の
つ
ど
い
」
盛
況

浦
和
北
九
条
の
会
主
催
の
秋
の
つ
ど

い
が
領
家
二
丁
目
パ
レ
ッ
ト
で
、
一
一

月
一
三
日
〜
一
五
日
の
三
日
間
開
催
さ

れ
、
多
彩
な
行
事
に
延
べ
一
五
〇
人
を

超
え
る
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
展
示
会

に
は
地
域
か
ら
三
二
名
の
方
が
、
絵
、

書
、
写
真
、
陶
器
、
手
作
り
品
等
の
作

品
を
寄
せ
、
小
さ
い
な
が
ら
も
「
地
域

の
力
」
を
感
じ
さ
せ
、
文
化
の
つ
ど
い

を
彩
り
ま
し
た
。

慶
応
義
塾
大
教
授
、
柳
沢
遊
さ
ん
を

囲
ん
で
の
学
習
会
は
三
〇
人
余
が
参
加

し
、
戦
争
法
廃
止
の
動
き
に
つ
い
て
、

こ
の
十
数
年
の
政
治
的
状
況
と
民
主
主

義
、
市
民
運
動
の
流
れ
を
考
察
し
、
新

し
い
動
き
、
特
に
若
者
の
動
き
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
「
そ
ば
打
ち
を
楽
し
む

会
」
、
「
う
た
ご
え
」
も
多
く
の
方
が

参
加
し
、
「
こ
ど
も
の
広
場
」
は
子
ど

も
で
部
屋
が
い
っ
ぱ
い
、
お
母
さ
ん
と

一
緒
に
工
作
を
楽
し
み
ま
し
た
。
部
屋

の
外
で
は
、
見
沼
た
ん
ぼ
で
採
れ
た
新

鮮
野
菜
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。｢

九
条

の
会
」
の
リ
ー
フ
も
作
成
し
、
二
〇
〇

〇
万
人
統
一
署
名
も
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。心

を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
の
は
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
、
「
日
本
と
原
発
」
で

し
た
。
現
役
弁
護
士
が
監
督
を
し
た
、

迫
真
の
原
発
行
政
告
発
映
画
で
す
が
、

大
変
わ
か
り
や
す
い
、
説
得
力
の
あ
る

原
発
問
題
総
集
編
で
し
た
。
改
め
て
、

原
発
は
人
類
と
共
存
で
き
な
い
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

お
い
し
い
蕎
麦
も
で
き
ま
し
た

戦争法廃止
の連合政府を
一日も早く！！

「政策上の違いは脇に置いて、立憲

主義を守り戦争法廃止の一点で協同す

る臨時政府の樹立。」これはアベ極右

暴走政治を打ち破り、希望ある日本を

つくる大きな確かな道ではないか。

今こそ、私達の底力を発揮する

時ではないでしょうか。

（元町・Ｓ）

信用ならぬ首相の言葉
首相の口から話される言葉がこれほど信用ならないという時代はあったもの

だろうか。すべての言葉を対極の単語に当てはめていくことで、安倍政権の政策が読み解け

る。その集大成となったのが「積極的平和主義」に象徴される安保関連法だ。「平和」という言葉と

はおよそ並列されることのない「戦争」という現場が、この安保関連法の中では平和と同質化し、表現さ

れている。先日、安倍政権は「１億総活躍社会」という構想を発表した。どのみち政策は「全体の１％が活

躍する社会」という枠組みに決まってる。そういう政策しかしないということは、すでにアベノミクスが

証明してくれた。見事なまでに対極の言葉を同質化するテクニックは、きっと「美しい国」のときか

らはじまっていたのだと思う。「我が国」と連呼し国民意識を一つの方向へと向けさせる安

部政権。それは言葉巧みに騙すオレオレ詐欺同様に「我が国詐欺」と認識するべ

きなのかも知れない。（安保関連法に反対するママの会＠埼玉

佐藤真由美）

私も
言い
たい


